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ワークショップ Dグループ 

 

                 臨床福祉学科 白石 淳 

 

【ＷＳ１の感想】 

Dグループは FD委員を含めた教員・事務職員の６名で、日頃の教育実践を踏まえながら

課題「キャリア形成の問題と教育の在り方」の解決に取り組んだ。WS１は「学部や学科の

問題点を整理し対応策を検討」するものであったので、昨年度のＷＳの内容を確認した上

で、昨年度と異なる視点「学生生活」に注目し検討することにした。なぜならば、学生の

生活態度は学力と関連しており、キャリア形成の基盤として考えるべきものとして捉えた

からである。検討の際にはまず KJ法で日々学生と接して感じている問題等をあげ、問題点

を把握した。問題点を考えていると、学生の日頃の様々な姿が目に浮かび、「そうそう」と

全員頷きながら考える場面もあり、改めて学生の日々の行動に目を向けることができる機

会と、対面はしていないものの学生と向かい合う良い機会となったと思う。 

 

 

【ＷＳ２の感想】 

WS１の各グループの発表に耳を傾け、それぞれの意見等から学び、後半の WS２を行っ

た。WS２の課題は WS１で示した問題、対応策を「組織的として実施可能な課題解決の具

体策を検討する」ことである。ここではWS１で話し合いの方向性が、また話し合いの体制

が整えられていたので、じっくりと問題の解決方法を考えることができた。学科の現状を

把握した上で、具体策を提案するように心がけた。検討の中で、「担任の役割」なども再確

認することもでき、どのように学生を支援して行くかについての方向性を改めて認識した。 

今回の課題解決型の課題を考えることを通し、普段は日常の授業、学生指導、学務分掌

等に追われ、「真剣に考える機会」が少ないことを感じた。最も大切な教育のために、学生

の視点で解決すべき問題を把握し、その解決策を多くの人と一緒に考える機会を増やせる

ように、私たちもゆとりある大学生活が必要であるのではないかと実感した。 












































































